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十勝上士幌町における防風林の分布 と変遷
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はじめに

季 節 風 や 台 風 の よ う な 強風 に さ ら され る 地 域 で

は,家 屋 や 耕 地 に 防風 施 設 を設 け る こ とが 多 い.こ

れ らの 防風 施 設 は 地域 に よ って様 々 な様 式 や特 徴 が

あ る.防 風 用 の 石 垣 の分 布 は南 西諸 島の 海 岸 部 や西

南 日本 の 島懊 部 と海 岸 部 に ほ ぼ限 られて い る.一 方,

紀 伊 半 島 以東 で は,屋 敷 林 や 生 垣 な どの植 生 を主体

とす る防 風林 で あ る(漆 原 ほか2009).特 に台風 の

影響 を強 く受 け る沖 縄 県 の備 瀬 や 渡 名喜 島 で は,屋

敷 の周 囲 にサ ン ゴ石 灰 岩 の 石垣 を築 くと共 に フ クギ

Garein∂subelliptie∂ の黍封木 を組 み 合 わせ,さ らに屋

敷 を掘 り下 げ る こ とで防 風 効 果 を高 めて い る(漆 原

ほ か2008,漆 原 ・乙 幡2007).し か しな が ら,こ

う した 景観 はか つ て の様 式 が 部 分 的 に残 存 して い る

に過 ぎな い.石 垣 の ほ とん どは1960年 代 末 か ら1970

年 代 の高 度経 済成 長 期 に コ ンク リー トブ ロ ッ ク に変

化 してい る(漆 原2008).

吉野 ほか(1972)に よ る と1969年 の 北 海道 の 国 有

防風 林 は18,466haに 達 し,根 室 ・網走 ・宗谷 ・留 萌 ・

石 狩 支 庁 な どい ず れ も1,000haを 越 え る.一 方,市

町 村 有 の 防風 林 は17,157haに 達 し,十 勝 ・釧 路 ・根

室 ・網 走 支 庁 で 多 くい ず れ も1,000haを 越 え る.し

か しなが ら,十 勝 の 防風 林 は音 更 町 な どの 一 部 の地

域 を除 い て減 少 傾 向 に あ る.特 に研 究 対 象 地域 で あ

る上 士 幌 町 は,耕 地 防風 林 が 十 勝 管 内 で最 も減 少 し

て い る地 域 で あ り,十 勝 支庁 林 務 課 に よる1990年 度

と2003・04年 度 の 調査 比 較 で は42%も 減少 して い る.

そ の こ とか ら,本 研 究 は現 在 よ り も防 風林 が残 存 し

てい る と推 測 され る1977年 当時 の 上十 幌 町 の 防風 林

とそ の環 境 を明 らか にす る こ とを 目的 と した.

地 域 概 要

上 士 幌 町 は十 勝 支 庁 の北 端 に位 置 し,十 勝 川水 系

で あ る音 更 川 沿 い に 南 北 に 長 い 町 で あ る(図1).

北 海 道 上士 幌 町(2010)に よる と面 積 が695.87km2で,

そ の 内の76.4%が 山林 で あ る.山 林 と農 用 地,原 野,

牧 場 を合 わ せ る と面 積 が671.66km2に な り,実 に町

面 積 の 約97%に の ぼ る.町 の 地 形 は,清 水 谷 を境 に

北 と南 の2つ に分 け る こ とが で きる(上 士 幌 町 史編

さ ん委 員 会1970).北 部 は大 雪 山 国立 公 園 に指 定 さ

れ,標 高2000m級 の 山 々が存 在 す る.こ の地 域 は主

に大 雪 山系 に属 す る火 山 地帯 であ り,温 泉 や 観 光 地

と して知 られ て い る.一 方,町 の 南 部 は十 勝 平 野 の

北端 に位 置 し,段 丘 が 発 達 した平 野 部 で は農 業 や 畜

産 業 が盛 ん に行 わ れ てい る.ま た,防 風 林 も多 く存

在 し十 勝 の 農村 景 観 を形 成 して い る.

十勝 平 野 の 防風 林 は,局 地 的強 風 で あ る十 勝風(日

高 お ろ し)か ら農 業被 害 を防 ぐた め に設 け られ てい

る.こ の 局地 風 は 日中 に多 く吹 き,発 生 頻 度 は初 冬

の11・12月 と初 春 の3・4月 に最 も多 い(力 石 ・蓬

田2006).河 合 ほか(2008)に よ る と,風 向 は 帯広
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図1.調 査地 域概 要(国 土 地理 院 の基盤 地 図情報25000よ り

作成)

Figure1.Mapofthestudyarea

で西 南 西 ～ 北 西 の 強風 が 多 く,石 狩 山 地 と 日高 山 脈

の鞍 部 で あ る狩 勝 峠 か ら吹 き下 ろす.

十 勝 管 内 全体 の防 風林 は,1992年 度 調査 で延 長 が

約4,115km,1994・95年 度調 査 で は約3,605kmで あ り,

12.4%減 少 してい る(北 海 道十 勝 支 庁 防 風 林 対 策検

討 会1998).さ ら に十勝 支 庁 林務 課 に よる2003・04

年 度調 査 で は 延 長 が 約3,389kmで あ り,1992年 度 調

査 に比べ て17.6%減 少 して い る.

調 査 方 法

空 中 写真 か ら防風 林(防 風 保 安林 と耕 地 防風 林),

及 び緑 地 ・植 林 地 の情 報 を判 読 した.空 中 写真 は 国

土 交 通省 の 国土 画像 情 報 か ら,防 風 林 が 現 在 よ り も

残 存 して い る と推 定 され,さ らに容 易 に入 手可 能 な

1977(昭 和52)年 度 に撮 影 され た もの を使 用 した.尚,

本 研 究 で 使 用 した空 中写 真 は147枚 で あ り,そ の 概

要 を表1に 示 す.

防風 保 安林 は複 数列(お お よそ40m)以 上 の 林 帯

幅 を持 ち,緑 地 ・植 林 地 や河 畔林 等 と異 な る連 続 的

な林 と定 義 した.尚,調 査 地 域 には 防風 保 安 林 以外

の 町有 林 も存在 す るた め,上 十 幌 町所 有 の2010年 度

の 町有 林 資料 を参 考 に,防 風 保 安 林 の 延長 と林 帯 幅

を判 読 した.一 方,耕 地 防風 林 は耕 地 の周 囲 に1～

少数 列 の 林帯 幅 で設 け られ た林 と定 義 し,そ の 延長

を判 読 した.ま た,屋 敷林 や河 畔 林,ゴ ル フ場 等 の

林 地,及 び 国立 公 園 区域 は研 究 対 象 か ら外 した.

結 果 と考 察

防 風林 の分 布 と特 徴

空 中写真 か ら判 読 した1977年 当 時 の 防風 保 安林 と

耕 地 防 風林 の分 布 を図2に 示 す.各 地 区名 称 及 び 地

区界 線 は 上十 幌 町 史 編 さん委 員 会(1992)に 記載 さ

れ てい る上十 幌 郡 部 行 政 区分 図 を基 に作 成 した.図

2に よる と,豊 岡 と上 音 更西 部,勢 多,清 水 谷 北 部,

東 居 辺,北 門北 部 で緑 地及 び植林 地が 多 く,か つ 防

風 林 が 少 な い こ とが わ か る.こ れ らの地 域 は 山林 や

河 畔 林 が 多 く,耕 地 以 外 に利 用 され て い る.ま た,

豊 岡 や上 音 更 西 部 は大 規 模 な牧場 と して 利 用 されて

い る地域 で あ る.

防風 保 安 林 は形状 や林 帯 幅 の違 いか ら,図2及 び

表2に 示 す よ うに2系 統 の4つ の タ イ プ に 区 分 し

た.即 ち,1型 は格 子 状 に延 び を持 つ 防風 林 で,林

帯 幅 の 違 い か ら さ ら にa・b・cと3つ に 区分 した.

Ir型 は1型 とは 形状 が 異 な り,格 子 状 に な らない の

が特 徴 で あ る.そ れ ぞ れの概 要 を以 下 に示 す.

Ia型:防 風 保 安 林 は 豊 岡 ～ 上 音 更 に分 布 す る.

林 帯 幅 が 広 く90～100mで あ る.形 状 は 格 子 状 で,

向 き はNNE-SSWとWNW-ESEで あ る.耕 地 防

風 林 も防 風 保 安 林 と同様 にNNE-SSWが 多 く,防

風 保 安 林 で 囲 ま れた 地域 は耕 地 防風 林 が 少 ない のが

特 徴 で あ る.

Ib型:防 風 保 安林 は 萩 ヶ 岡の 西 部 ～ 上 士 幌 の南

北 に伸 び る 国 道 沿 い に 分 布 す る.林 帯 幅 はIa型 よ

りや や狭 く70～80mで あ る.形 状 は格 子 状 で,向 き

はNNE-SSWとWNW-ESEで あ るが,Ia型 よ り

も南 北 方 向 と東 西 方 向共 にや や 東 に傾 く.ま た耕 地

防 風 林 が 多 く,向 き も防 風 保 安 林 に沿 っ てNNE-

SSW向 きが 最 も多 い.

Ic型:上 士 幌 の 南 部 ～北 居 辺 に 分 布 す る.防 風

保 安 林 の 林 帯 幅 はla・Ib型 よ り狭 く40～50mで
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表1.使 用 し た 空 中 写 真 一 覧

Table1.Listofaerialphotographs

撮影 年度 撮 影 機 関 種 類 撮 影 縮 尺 整 理 番 号 コース ・写真番号
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あ る.形 状 は格 子 状 で,向 きはIb型 と同 じで あ る.

耕 地 防風 林 も多 く存 在 す る.

II型:萩 ヶ岡 の東 部 か ら北 門 に分布 す る.防 風 林

の 間隔 は狭 く450～800mで あ る.格 子状 に は な らな

い形 状 と,向 きがNNE-SSWとNNW-SSE方 向 の

2つ の延 び を持 つ こ とが特 徴 であ る.ま た,防 風 保

安林 の内 側 は耕 地 防風 林 が少 ない.耕 地 防風 林 は 防

風 保 安林 に 直 交 す る 向 きが多 く,北 門 で はW-Eや

NE-SWが 多 い.

1934(昭 和9)年 に提 出 され た上 士 幌村 耕 地 防風

林 造 成 計 画 書 に よ る と,国 有 防風 林(防 風 保 安 林)

の林 帯 幅 は50～100問(90～180m)と 定 め られ て い

る(上 士 幌 町 史 編 さ ん委 員 会1970).紺 野(1993)

に よ る と,基 幹 防 風 林 は 東 西 ・南 北 に 伸 び 林 間

3,240m,林 帯 幅180mで 多 くは カ シ ワ林 を 残 した も

の で あ る.そ の後,林 の幅 の 半 分 以上 を農 地 に解 放

した ので 現 在 は40m幅 程 度 が残 って い る とされ て い

る.

以上 の こ とか ら,Ia型 は林 帯 幅 が90～100mで あ

り,上 士 幌 村耕 地 防風林 造成 計 画 書 の 原型 に近 い と

考 え られ る.ま た,Ia～Ic型 の林 帯 幅 の違 い は 農

耕 地化 に伴 う伐 採 等 に よる もの と考 え られ る.防 風

保 安 林 が 本格 的 に整 備 され るの は1934(昭 和9)年

以 降 であ るが,1955(昭 和30)年 資 修 の5万 分 の1

地形 図 を見 る と,上 士 幌 町 に は広 大 な広 葉 樹 林 が発

達 し開墾 や 区 画整 備 も行 わ れ てい な い.1956(昭 和

31)年 測 量 の 地形 図で は,現 在 に近 い 区画 が 整 備 さ

れ上 士 幌 や 北居 辺,萩 ヶ岡西 部 で 防風 林 が 見 られ る

よ うに な る.一 方,萩 ヶ岡東 部 や 北 門 で は 区画 の整

備 は進 行 して い るが,防 風 林 は整 備 され てお らず 荒

地 と広 葉樹 林 に な って い る.し たが っ て,萩 ヶ岡 や

北 門 に見 られ る1[型 の 防風 保 安 林 は,区 画 整 備 後 に

広 葉 樹 林 を利 用 して整 備 され,1型 とは異 な る背景
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■

1:防 風 保 安 林2:耕 地 防 風 林3:緑 地 及 び 植 林 地

Figure2.Distributionofwindbreakforestsin1977

4:市 街地

1:windbreakprotectionforests2:farmsteadwindbreaks3:greenareasandafforestationareas

4:urbanarea

Table2.

表2.上 士 幌 町 に お け る 防 風 保 安 林 の 区 分

TypeofwindbreakprotectionforestsinKamishihoro

区 分 地 域 林 帯 幅(m)
間 隔(m)

東一 西 南 一 北

Ia

Ib

Ic

I

豊岡,上 音更

萩ヶ岡西部,上 士幌

上士幌南部,北 居辺

萩ヶ岡東部,北 門

90-100

70-80

40-50

40-50

1,600

2,150-2,200

450-800

2,150

2,150-2,200

2,000

を持 つ と考 え られ る.

耕地 防風林 の密度

調査対象地域に3次 メッシュ(第3次 地域区画,

1辺 の長 さは 約1km)を か け て 耕 地 防 風 林 の 密 度

を算 出 した(図3).吉 野 ほ か(1972)に よ る と,

十 勝 平 野 に は全 道 最 高 の2.7km/km2の 密 度 の 防風 林

が み られ る.そ の 周 辺 に は1.8km/km2の 密 度 の 地 域
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図3.1977年 の 耕 地 防 風 林 の 密 度(km/km2)の 分 布

Figure3.Density(km/km2)offarmstedwindbreaksin1977

が あ って,極 め て 高 い密 度 の 地域 が 拡 が って い る と

論 じて い る.空 中 写真 を判 読 した結 果,最 も耕 地 防

風 林 の 密 度 が 高 い 地 域 は清 水 谷 で6.53km/km2で あ

る.ま た,密 度 が4km/km2を 超 え る地 域 は上 士 幌,

北 居 辺,萩 ヶ岡 に集 中 し,吉 野 ほ か(1972)よ り も

は るか に高 密 度 の 値 を示 した.一 方,耕 地 防風 林 が

少 ない 地域(主 と して図2のIa型 とII型)で は0.1

～1km/km2程 度 で あ っ た.緑 地 及 び植 林 地 を除 い

て,防 風 保 安 林 の林 帯 幅 が 厚 い か も し くは 間 隔が 狭

い地 域(Ia型 とll型)で は,耕 地 防風 林 の 密 度 が

低 い 傾 向 に あ った.一 般 的 に防風 林 の林 帯 幅 が厚 い

ほ ど防風 効 果 が 高 く,間 隔 は狭 い ほ ど防 風 効 果 が高

い.し た が っ て,防 風 保 安 林 の 防風 効 果 に よっ て,

耕地防風林の密度が変化するのである.こ れは,耕

地防風林が防風保安林 を補う目的で整備 されたこ

と,ま た私有林であるため植栽 ・伐採が防風保安林

に比べて容易なためであると考えられる.

防 風 林 の 変 遷

上 士 幌 町 に お け る 防 風 林 の 変 遷 を 表3に 示 す.

1977年 度 の 防風 林 延 長 は 空 中写 真 か ら判 読 した 実測

値 であ る.尚,1965年 度 と1980年 度 の耕 地 防 風林 延

長(km),及 び2003・04年 度 の耕 地 防風 林 面 積(ha)

は,1990年 度 と1994・95年 度 の 防風林 延長 と面積 の

値 か ら算 出 した値 であ る.こ の値 は正 確 で は ない が,

当時 の 防風 林 延 長 をお お よそ 推 定 で きる 目安値 で あ
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表3.上 士 幌 町に お ける防風 林 の変遷(北 海 道十 勝支 庁 防風林 対 策検 討会1998,十 勝 支庁 林務 課 資料,及 び空 中写 真

判 読 よ り作 成)

Table3.TransitionsofwindbreakforestsinKamishihoro

調査 年度
1965

(日召禾040)

1977

(日召禾052)

1980

(昭 和55)

1990

(平 成2)

1994・952003・04

(平 成6・7)(平 成15・16)

防風保安林 延長(km)

耕地防風林 延長(km)

耕地防風林 面積(ha)

33191)

236

78.12)

356.42)

253i)

243.31)

173

79.0

102。8

74

8α0

59.8

42

80.0

54.7

391)

1)1990年 度 及 び1994 ・95年度 より推 定

2)空 中写 真 か ら判 読

る.

防風 保 安林 につ い て,2003・04年 度 の調 査 で は 延

長 が80.Okmで あ り,1977年 度 の 本調 査値 で は延 長 が

78.1kmで あ った.し た が って26年 間 で2.4%増 加 し,

ほ とん ど変動 が 無 い こ とが わか った.こ れ は防風 保

安 林 の 所 有 が 自治 体 に よ る た め で あ る と考 え ら れ

る.

一 方
,耕 地 防 風林 につ い て み て み る と,減 少 傾 向

に あ る こ とが わ か る.1965年 度 の 延 長 は331.9km ,

1977年 度 で は356.4kmと1970年 代 後 半 ま で は 耕 地

防 風 林 の 延 長 が300km以 上 も存 在 して い た.し か

し,1980年 代 か ら耕 地 防 風 林 は 減 少 し,1980年 度

調 査 で は延 長 が243.3kmと1977年 度 か ら わ ず か3年

間 で113.1kmも 減 少 して い る.さ らに1990年 度 に は

102.8kmと1977年 度 か ら13年 間 に253.6kmも 減 少 し

て い る.減 少 は この 後 も続 き,1994・95年 度 に は

59.8km,2003・04年 度 は54.7kmま で 減 少 して い る

こ とが 分 か る.し か し,1994・95年 度 以 降 の耕 地

防 風 林 の 減 少 幅 は 小 さ く,2003・04年 度 調 査 と比

較 して,わ ず か5.1kmの8.5%減 少 で あ る.し た が っ

て,上 士 幌 町 の耕 地 防風 林 の減 少 の ピー ク は1970年

代 後 半 か ら1990年 代 前 半 まで で あ る と推 定 され る.

そ の減 少 率 を算 出す る と,耕 地 防風 林 の 延 長 は1977

年 度(356.4km)か ら1994・95年 度(59.8km)ま で

の17年 間 で296.6km,83.2%も 減 少 して い る.ま た,

1977年 度 か ら2003・04年 度(54.7km)ま で の26年

間 で は301.7km,84.7%も 減 少 して い る こ とが 明 ら

か にな っ た.

ま と め

本 研 究 に よっ て明 らか に な っ た こ とは 以下 の 通 り

で あ る.

1)防 風 保 安林 は形 状 と林 間幅 の 違 い か ら,2系 統

の4つ に 区分 す る こ とが で きた .1型 は区 画 と同

じ格 子 状 に配 列 した 防風 保 安林 で,林 帯 幅 の違 い

か ら さ らにa・b・cと3つ に分 け られ る.1[型 は

格 子 状 に な らず 区画 整 備 後 に設 置 され た 防風 保 安

林 であ る と考 え られ る.

2)1977年 度 の 耕 地 防風 林 の 密度 は清 水谷 が最 も高

く,6.53km/km2で あ っ た.ま た,4km/km2以 上

の高 密 度 地域 は上 士 幌 ・北 居 辺 ・萩 ヶ岡 に集 中 す

る.

3)防 風 保 安 林 の 防風 効 果 が 高 いIa型 とll型 の 地

域 は,耕 地 防 風 林 の密 度 が 低 く,0.1～1km/km2

程 度 で あ った.

4)防 風 保 安 林 の延 長 は1977年 度 で78.3kmで あ り,

2003・04年 度 の80.Okmと 比 較 し て2.4%の 増 加 で

ほ とん ど変動 が 無 い.

5)耕 地 防 風 林 の 減 少 の ピ ー ク は1970年 代 後 半 か

ら1990年 代 前 半 に か け て で あ り,1977年 度 か ら

1994・95年 度 ま で の17年 間 で296.6km ,83.2%も

減 少 して い る.ま た,1977年 度 か ら2003・04年 度

ま で の26年 間 で は301.7km,84.7%も 減 少 して い

る.

謝 辞

本研 究 に あ た って,上 士 幌 町 農林 課 の 菅 原 洋一 氏

に は,町 有 林 の 資料 を提 供 して い た だい た .北 海 道



乙幡 十勝上十幌町 における防風林の分布 と変遷 33

十 勝 振 興 局 産 業 振 興 部 農 林 課 主 査 の 西 股 靖 志 氏 に

は,十 勝 支庁 林 務 課 調 査 の 資料 を提 供 してい た だ い

た.ま た,MattGross氏 に は英 文 の校 閲 を してい た

だ い た.こ こ に記 して厚 く御礼 申上 げ ます.

引用文献

北海道上 十幌 町編,2010.『2010町 勢要 覧資料編 』上士

幌町.

北海道 十勝支庁 防風林対 策検討会 編,!998.『 防風林 を

見直 そ う』 北海 道十勝支庁 防風林対 策検討会.

上十 幌町 史編 さん委員会 編,1970.「 上士幌 町史』上士

幌 町役場.

上士 幌町 史編 さん委員 会編,1992.『 上士幌 町史 補 追

版』上 士幌 町役 場.

河 合隆 繁 ・中條麻 衣 ・加藤 央之 ・山川修 治,2008.北

海 道十 勝 地 方 の局 地風 「十 勝 風 」の 気候 学 的 特徴.

日本 大 学 文 理 学 部 自然 科 学 研 究 所 研 究 紀 要,43:

287-302.

紺 野 康 夫,1993.防 風 林 の 歴 史.十 勝 大 百 科 事 典 刊 行

会 編 「十 勝 大 百 科 事 典 』p120.北 海 道 新 聞 社.

力 石 國 男 ・蓬 田 安 弘,2006.十 勝 平 野 に お け る北 西 強

風 の 発 生 機 構 に 関 す る 考 察.天 気,53(10):773-

784.

漆 原 和 子,2008.ま と め.漆 原 和 子 編 著 『石 垣 が 語

る風 十 と文 化 一 屋 敷 囲 い と し て の 石 垣 一 』PP215-

231.古 今 書 院.

漆 原 和 子 ・前 門 晃 ・乙 幡 康 之,2008.沖 縄 本 島 に お

け る 防 風 石 垣 と屋 敷 林,法 政 地 理,40:37-48.

漆 原 和 子 ・乙 幡 康 之,2007.沖 縄 県 渡 名 喜 島 に お け る

屋 敷 囲 い の 特 色 と そ の 変 遷.季 刊 地 理 学,59(2):

99-110.

漆 原 和 子 ・宇 野 重 久 ・乙 幡 康 之,2009.日 本 とそ の 周

辺 地 域 に お け る 屋 敷 囲 い と して の 石 垣 の 分 布.法 政

地 理,41二45-51.

吉 野 正 敏 ・星 野 光 子 ・大 和 田 道 雄,1972.北 海 道 の斜 里 ・

網 走 地 域 の 局 地 風 と防 風 林 密 度 に つ い て.農 業 気 象,

27(4):145-152.

Summary

WindbreakforestswerestudiedinKamishihoro,Tokachi,Hokkaidobyinterpreting

aerialphotographstakenin1977.Asaresult,windbreakprotectionforestsweredivided

intofourtypesfromtheshapeandwidthoftheforests.Thehighestdensityoffarmstead

windbreaksshowed6.53km/km2inShimizu_dani.Thetotallengthofwindbreakprotection

forestsshowed78.1kmin1977,80.Okmin2003and2004.Therefore,thetotallengthof

windbreakprotectionforestshasincreasedby2.4%during26years.Ontheotherhand,the

totallengthoffarmsteadwindbreaksshowed356.4kmin1977,54.7kmin2003and2004.

Therefore,thetotallengthoffarmsteadwindbreakshasdecreasedby84.7%during26

yea「s・

Keywords:windbreakforests,Kamishihoro,distribution,transitions,aerialphotographs


